
食品添加物について

熊本県健康福祉部健康危機管理課

食品添加物の種類

食品の製造や加工のため

食品の風味や外観のため

食品の保存性のため

食品の栄養成分を補充、強化するため

添加物として使用可能なもの
平成２３年８月現在

指定添加物 ４２１品目

既存添加物 ３６５品目

天然香料 約６００品目

一般食品物添加物 約１００品目



４２１

３６５

バニラ香料、カニ香料

約６００

使用さ

約１００

いちごジュース、寒天など



監視指導とサンプリング検査

• 表示にない添加物が使用されていないか。

• 使用基準が守られているか。

• 日本で使用できない添加物が使用されてはいないか。

問１ 現在、販売されている「農林水産物（生鮮食品）」や「加工品」に不安を感じ
ますか？

県民アンケート調査（Ｈ2３年5月）

（Ｎ＝841）

「とても不安がある」

「ある程度不安がある」
と回答した人の割合

４４．７％

消費者は食品の安全性についてどのように感じて
いるのか？

とても不安がある

7.7%

ある程度不安がある

37.0%

わからない
1.7%

無回答
4.0% 全く不安はない

9.1%

あまり
不安はない

40.5%

（Ｎ＝３８７）

（Ｎ＝３５５）

問２ 「農林水産物（生鮮食品）」を購入する際、どのような点に不安を感じますか？（複数回答）

県民アンケート調査（Ｈ2３年5月）

1.0%

2.0%

14.6%

19.7%

22.5%

58.3%

60.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無回答

その他

生産（栽培）方法が分からないこと

遺伝子の組換え

産物に付着している細菌、ウイルスなど

残留農薬

生産地・原産地等の表示が正しいかどうか

9.2%

0.8%

3.3%

16.1%

38.9%

49.4%

56.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

食物アレルギー

遺伝子の組換え

生産地・原産地が分からないこと

食品表示が正しいかどうか

食品添加物の安全性

問３ 「加工品」を購入する際、どのような点に不安を感じますか？（複数回答）



添加物の検査状況

• 平成２２年度（総検体数：１，２３１検体）

添加物検査検体数： ３８５検体

添加物検査項目数：３，３６３項目

違反数：２０検体

• 平成２３年12月末現在（総検体数：１，２０６検体）

添加物検査検体数： ２６６検体

添加物検査項目数：２，８２４項目

違反数：２１検体

添加物に係る違反状況

• 平成２２年度（違反食品件数：23件中）

使用基準違反： ２件

表示基準違反：１８件

• 平成２３年12月末現在（違反食品件数：27件中）

使用基準違反： ２件

表示基準違反：１９件

添加物違反の内訳（その１）

• 平成２２年度

そうざい：２件、表示違反

菓子類：２件、表示違反

魚介類加工品：２件、表示違反

魚肉練り製品：１件、表示違反

調味料類：２件、表示違反

漬物類：８件、表示違反

みそ（３）

１件、表示違反

２件、使用基準違反(甘味料、保存料)

添加物違反の内訳（その２）

• 平成２３年12月末現在

そうざい:１件、表示違反

めん類：４件、表示違反

菓子類：６件、表示違反

魚介類加工品：１件、表示違反

魚肉練り製品：１件、表示違反

漬物類（８）

６件、表示違反

２件、使用基準違反(甘味料、保存料)


